
　　　　

2026 年 3 月 1 日

9 時 00 分から 17 時 00 分まで 7 時 30 分から 18 時 00 分まで
送迎実施
の有無

あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

地域支援・地域連携

・各関係機関との情報共有に努め、生活支援や発達支援における連携を図ります
・東白川地域自立支援協議会療育支援部会、通所事業所連絡会への積極的参画によ
り、地域のネットワークの構築に努めます
・東白川地域健やか発達支援事業（乳幼児発達観察相談会）への協力 職員の質の向上

○資質向上を図り、次のような研修機会の提供又は技術指導等を実施します。
又、資格取得のための支援をします。
・発達障がい等の理解
・虐待防止、身体拘束、感染症対策
・個別支援計画・就学に向けての勉強会
・ペアレントプログラム　　　等主な行事等 お花見・誕生会・保育参観・おでかけ会・クリスマス会・卒園・修了式　等

・言語、ジェスチャー、視覚情報（文

字・絵・写真）を活用した活動、関わり
・スケジュール（見通し）の活用
　など

【他者との関わり（人間関係）の形成】
【自己の理解と行動の調整】
【仲間づくりと集団への参加】

・発達段階に応じた感覚遊び、一人遊び、共同遊びを通して、徐々に社会性の発達を支援します。
・大人を通して、自分の行動の特徴を理解するとともに、気持ちや感情の調整が出来るよう支援します。
・個々に合わせた集団参加が出来るよう配慮し、楽しく仲間づくりが出来るよう支援します。

・外出支援、社会活動
・グループ活動
・職員との対面学習　　など

家族支援

・ペアレントプログラム等の保護者向け研修の案内、奨励
・家族、きょうだいを含めた面談、家庭でできる関わり方の提案、ご家族同士のコ
ミュニティづくり
・家族で参加できる行事の企画
・家族のレスパイトの時間確保や就労等よる預かりニーズに対応する延長支援

移行支援

・就学、進級期、他事業所への移行・併行利用等、ライフステージの切替えを
見据え、移行先への見学等の調整や相談援助を支援します。
・併行利用をしている場合において、支援内容の共有や利用日数等の調整を行
います。

ねらい 支　援　内　容 主なメニュー

本
人
支
援

【健康状態の把握】
【基本的生活スキルの獲得】
【生活のリズムや生活習慣の形成】

・心身の異変に気付けるよう、きめ細やかに観察を行います。
・生活に必要な基本的技能を、ご家族と協力し獲得できるよう支援します。
・様々な活動や遊びを通して学ぶことが出来るよう、時間や空間をわかりやすくします。

・健康チェック、行動観察
・食事、着脱、排泄、身だしなみ
・生活・学習環境の構造化　など

【姿勢と運動・動作の向上】
【姿勢と運動・動作の補助的手段の活用】
【保有する感覚の総合的な活用】

・生活内での基本的動作の改善および習得、筋力の維持・強化を図ります。
・補助ツールの活用や五感で楽しめる活動を取り入れて支援します。
・保有する視覚、聴覚、触覚等の感覚を十分に活用できるよう支援します。

・遊び、運動、大型遊具、音楽
・ルールのある遊び
・感覚刺激への配慮　など

【感覚や認知の活用】
【知覚から行動への認知過程の発達】
【認知の偏りへの対応】
【行動障害への予防及び対応】

・必要な情報の収集を促し、認知機能の発達を促す支援を行います。
・環境から情報を得て、行動につなげるという一連の認知過程の発達を支援します。
・情報を適切に処理できるよう支援し、自己選択が出来る環境を整えて個々の特性に配慮します。
・コミュニケーションの困難さから生ずる行動障がいの予防、及び適切行動への対応の支援を行います。

・言語、ジェスチャー、視覚情報（文

字・絵・写真）を活用した活動、関わり
・スケジュール（見通し）の活用
　など

【受容言語と表出言語】
【コミュニケーション能力の獲得】
【コミュニケーション手段の選択と活用】

・相手の意図を理解したり、自分の思いを伝える等ができるよう、言語の表出を促す支援を行います。
・コミュニケーション能力の向上が促されるよう支援します。
・コミュニケーションによる相互理解を深めるための手段を提供し、活用出来るよう支援します。

営業時間 延長支援時間

事業所名 発達支援センターたなぐら 支援プログラム 作成日

【　児童発達支援　】

法人理念
地域社会の委託に応え、地域社会で求められる社会福祉領域に参加し、地域社会で弱い立場で生活する人たちと連帯し共生して相互に人間形成と社会参加を支援し、ともに連帯して豊かな社
会形成を目的とする。

支援方針

・障害児が日常生活における基本的動作及び知識技能を習得し、集団生活に適応することが出来るよう、障害児等（障害児及び保護者）の身体及び精神の状況並びにそのおかれている環境に
応じて適切かつ効果的な支援を行います。
・障害児の意志及び人格を尊重し、常に当該障害児の立場に立った児童発達支援の提供に努め、障害児の人権の擁護、虐待の防止等のため、必要な体制の整備を行うとともに、従業者に対
し、研修を実施する等の措置を講じます。
・地域及び家庭との結びつきを重視した運営を行い、関係市町村、地域の保健・医療・福祉サービスとの連携を図り、総合的なサービスの提供に努めます。



　　　　

2026 年 3 月 1 日

【放課後等デイサービス】

9 時 00 分から 17 時 00 分まで 7 時 30 分から 18 時 00 分まで
送迎実施
の有無

あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

地域支援・地域連携

・各関係機関、就学先との情報共有に努め、生活支援や発達支援における連携を
図ります
・東白川地域自立支援協議会療育支援部会、通所事業所連絡会への積極的参画に
より、地域のネットワークの構築に努めます 職員の質の向上

○資質向上を図り、次のような研修機会の提供又は技術指導等を実施します。
又、資格取得のための支援をします。
・発達障がい等の理解
・虐待防止、身体拘束、感染症対策
・個別支援計画・就学に向けての勉強会
・ペアレントプログラム　　　等主な行事等 誕生会・お花見・外出活動・クリスマス会・卒園・修了式　等

【他者との関わり（人間関係）の形成】
【自己の理解と行動の調整】
【仲間づくりと集団への参加】

・発達段階に応じた感覚遊び、一人遊び、共同遊びを通して、徐々に社会性の発達を支援します。
・大人を通して、自分の行動の特徴を理解するとともに、気持ちや感情の調整が出来るよう支援します。
・個々に合わせた集団参加が出来るよう配慮し、楽しく仲間づくりが出来るよう支援します。

・外出支援、社会活動
・グループ活動
・職員との対面学習　　など

家族支援

・ペアレントプログラム等の保護者向け研修の案内、奨励
・家族、きょうだいを含めた面談、家庭でできる関わり方の提案、ご家族同士の
コミュニティづくり
・家族で参加できる行事の企画
・家族のレスパイトの時間確保や就労等よる預かりニーズに対応する延長支援

移行支援
・就学、進級期、他事業所への移行・併行利用等、ライフステージの切替えを見
据え、移行先への見学等の調整や相談援助を支援します。
・就学先と支援内容の共有や利用予定の報告等を行います。

・遊び、運動、大型遊具、音楽
・ルールのある遊び
・感覚刺激への配慮　など

【感覚や認知の活用】
【知覚から行動への認知過程の発達】
【認知の偏りへの対応】
【行動障害への予防及び対応】

・必要な情報の収集を促し、認知機能の発達を促す支援を行います。
・環境から情報を得て、行動につなげるという一連の認知過程の発達を支援します。
・情報を適切に処理できるよう支援し、自己選択が出来る環境を整え個々の特性に配慮します。
・コミュニケーションの困難さから生ずる行動障がいの予防、及び適切行動への対応の支援を行います。

・言語、ジェスチャー、視覚情報（文

字・絵・写真）を活用した活動、関わり
・スケジュール（見通し）の活用
　など

【受容言語と表出言語】
【コミュニケーション能力の獲得】
【コミュニケーション手段の選択と活用】

・相手の意図を理解したり、自分の思いを伝える等ができるよう、言語の表出を促す支援を行います。
・コミュニケーション能力の向上が促されるよう支援します。
・コミュニケーションによる相互理解を深めるための手段を提供し、活用出来るよう支援します。

・言語、ジェスチャー、視覚情報（文

字・絵・写真）を活用した活動、関わり
・スケジュール（見通し）の活用
　など

ねらい 支　援　内　容 主なメニュー

本
人
支
援

【健康状態の把握】
【基本的生活スキルの獲得】
【生活のリズムや生活習慣の形成】

・心身の異変に気付けるよう、きめ細やかに観察を行います。
・生活に必要な基本的技能を、ご家族と協力し獲得できるよう支援します。
・様々な活動や遊びを通して学ぶことが出来るよう、時間や空間をわかりやすくします。

・健康チェック、行動観察
・食事、着脱、排泄、身だしなみ
・生活・学習環境の構造化　など

【姿勢と運動・動作の向上】
【姿勢と運動・動作の補助的手段の活用】
【保有する感覚の総合的な活用】

・生活内での基本的動作の改善および習得、筋力の維持・強化を図ります。
・補助ツールの活用や五感で楽しめる活動を取り入れて支援します。
・保有する視覚、聴覚、触覚等の感覚を十分に活用できるよう支援します。

法人理念
地域社会の委託に応え、地域社会で求められる社会福祉領域に参加し、地域社会で弱い立場で生活する人たちと連帯し共生して相互に人間形成と社会参加を支援し、ともに連帯して豊かな社
会形成を目的とする。

支援方針

・障害児が日常生活における基本的動作及び知識技能を習得し、集団生活に適応することが出来るよう、障害児等（障害児及び保護者）の身体及び精神の状況並びにそのおかれている環境に
応じて適切かつ効果的な支援を行います。
・障害児の意志及び人格を尊重し、常に当該障害児の立場に立った放課後等デイサービスの提供に努め、障害児の人権の擁護、虐待の防止等のため、必要な体制の整備を行うとともに、従業
者に対し、研修を実施する等の措置を講じます。
・地域及び家庭との結びつきを重視した運営を行い、関係市町村、地域の保健・医療・福祉サービスとの連携を図り、総合的なサービスの提供に努めます。

営業時間 延長支援時間

事業所名 発達支援センターたなぐら 支援プログラム 作成日


